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昭
和　

年
以
前
の
旧
耐
震
基
準

56

で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
は
、
耐

震
性
が
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
地
震
に
よ
り
住
宅
が

倒
壊
す
る
と
、
中
に
い
る
人
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

火
災
の
誘
発
や
延
焼
に
つ
な
が
っ

た
り
、
倒
壊
し
た
住
宅
が
道
路
を

ふ
さ
い
で
消
火
・
救
助
活
動
の
妨

げ
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
二
次

的
な
被
害
を
招
く
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
の
命
を
守
り
、
二

次
的
被
害
を
広
げ
な
い
た
め
に

も
、
住
宅
の
耐
震
性
を
確
認
、
強

化
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
主
催
の
簡
易
耐
震
診
断
で

す
の
で
「
と
り
あ
え
ず
住
宅
の
状

態
が
知
り
た
い
」
と
い
う
か
た
で

も
、
安
心
し
て
耐
震
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
住
宅
の
耐
震
性
を

知
り
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
大
地
震
に
備
え
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

診
断
士
（
専
門
家
）
が
、
木
造

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
耐
震
性
を

調
査
・
評
価
し
て
、
大
地
震
発
生

時
に
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
か

ど
う
か
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

町
の
簡
易
耐
震
診
断
で
は
内
外
装

を
は
が
さ
な
い
調
査
で
、
分
か
る

範
囲
の
情
報
に
基
づ
き
診
断
し
ま

す
。
結
果
に
つ
い
て
は
診
断
士
が

説
明
し
ま
す
。

▼
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

56

31

工
し
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
ま
た

は
木
造
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の

床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

▼
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し
た
建

物
で
、
階
数
が
２
階
以
下

※
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
・
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
住
宅
・
軽
量
鉄
骨
住
宅
は

対
象
外

募
集
戸
数　
　

戸　
19

申
込
期
限　

９
月　

日　
28

(金)

申
込
先
・
問
合
せ　

都
市
計
画
係

�
内
線
４
２
２

あ
な
た
の

お
住
ま
い
は

大
丈
夫
で
す
か
？

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
をを

行
っ
て
い
ま

行
っ
て
い
ま
すす

耐
震
性
が
低
い
建
物
は

危
険
で
す

ま
ず
は
耐
震
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

無
料
耐
震
診
断
の
対
象

と
な
る
住
宅

簡
易
耐
震
診
断
と
は

(3) 広報いたくら　Ｈ24．８．１

　　
　

住
宅
の
耐
震
化
が
必
要
と
判

　

定
さ
れ
た
ら
耐
震
補
強
工
事
を

　

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

町
で
は
耐
震
化
が
必
要
と
判

　

定
さ
れ
た
住
宅
の
補
強
工
事
な

　

ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅

　

町
の
簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、

　
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
ま
た

　

は
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
も
の

　

募
集
戸
数　

５
戸
（
今
年
度
）

　

補
助
金
額

　
　

精
密
診
断
・
耐
震
補
強
設
計
・

　

耐
震
補
強
工
事
に
要
す
る
費
用

　

の
３
分
の
１
以
内
と
し
、　

万
50

　

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
、
申
請
書
や

調
査
表
、
補
強
工
事
の
設
計
書

や
見
積
書
、
工
事
前
の
写
真
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

都
市
計
画
係

�
内
線
４
２
２

耐
震
改
修
補
助
制
度

能登半島地震　　

Ｑ�専門家とはどんな人？
Ａ�町が委託した群馬県建築士事務所協会
の耐震診断士（建築士等の専門家）です。

Ｑ�日時はどうやって決めるの？
Ａ�申請者のかたの希望する日時と診断士
のスケジュールを調整させていただ
き、訪問日時を決定します。

Ｑ�どれくらい時間がかかるの？
Ａ�その家の大きさや状態によっても異な
りますが、１時間くらいで終わります。
正確でスムーズに調査ができるよう
に、住宅の図面や建築確認等の書類が
ありましたら事前に準備しておいてく
ださい。

Ｑ�調査内容は？
Ａ�外観調査や内観調査（建物の老朽化の確
認）、建築確認等の設計図書と現地との
照合、地盤の状態や基礎の劣化等の確
認、屋根の重さや壁の強さ、配置バラン
スなどを現地で調査して診断します。

簡易耐震診断Ｑ＆Ａ

新潟県中越沖地震
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災
害
時
に
必
要
な
物
資
の
供
給
を
確
保

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
未
受
給
の
か
た
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
児
童

を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の

母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る

父
子
家
庭
な
ど
の
父
ま
た
は
養
育
者

　
　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18
の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ
る
、

31

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

・
父
母
が
離
婚

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

・
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

・
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た

・
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

・
未
婚
の
母
の
子

手
当
額
（
月
額
）

９，
７
８
０
円
〜
４
１，
４
３
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の
児
童

20

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額
（
月
額
）

１
級　

５
０，
４
０
０
円

２
級　

３
３，
５
７
０
円

申
請
先
・
問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

７
月　

日　

、
町
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

24

(火)

人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と

の
間
で
、
災
害
時
に
お
け
る
物
資

供
給
に
関
す
る
協
定
調
印
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害

な
ど
の
災
害
時
に
お
い
て
、
飲
料

水
や
日
用
品
、
電
気
用
品
、
作
業

用
品
な
ど
を
迅
速
か
つ
優
先
的
に

供
給
し
て
も
ら
う
物
資
調
達
に
関

す
る
も
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策

セ
ン
タ
ー
は
平
成　

年
に
発
足

17

し
、
３
８
０
を
超
え
る
自
治
体
と

物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。
豊
富
な
店
舗
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
日

本
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
被
災
地

に
物
資
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
飲
料
水
や
食
糧
な
ど

中
心
に
災
害
対
策
物
資
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
が
、
生
活
に
必
要
な
す

べ
て
の
物
資
を
備
蓄
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
民
間
事
業
者
の
協
力

を
得
る
こ
と
で
災
害
時
に
不
足
す

る
物
資
の
供
給
ル
ー
ト
を
確
保

し
、
よ
り
災
害
に
備
え
た
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
も
万
一
に
備
え
、

非
常
用
備
蓄
品
や
持
出
品
の
準
備

や
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
１

申
請
を
お
忘
れ
な
く

児
童
扶
養
手
当
等

物
資
供
給
協
定

広報いたくら　Ｈ24．８．１(5)

　

６
月
５
日　

、 
関  
野  
學 
さ
ん

せ
き 

の 

つ
と
む

(火)

（
岩
田
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
関
野
さ
ん
は
農
業
協

同
組
合
の
理
事
を　

年
間
、
組
合

18

長
理
事
を
平
成
７
年
か
ら
平
成　
22

年
ま
で
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
指
導

カ
を
発
揮
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て

地
域
の
農
業
に
貫
献
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

�
内
線
１
１
１

　

特
定
疾
患
患
者
等
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
者

①
承
認
期
間
が
平
成　

年
９
月　

24

30

日
ま
で
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
持
つ
町
内
在
住
の
か
た

②
有
効
期
間
が
平
成　

年
６
月　

24

30

日
ま
た
は
平
成　

年
６
月　

日
ま

25

30

で
の
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
を
持
つ
児
童
の
保
護
者

で
、
町
内
在
住
の
か
た

支
給
額

月
当
た
り
３，
０
０
０
円

申
請
期
限　

９
月
５
日　
(水)

申
請
に
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た

は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証

②
対
象
者
名
義
の
通
帳

③
印
鑑

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

農
業
振
興
に
ご
尽
力

旭
日
単
光
章
受
章

企
業
誘
致

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

特
定
疾
患
見
舞
金

　

７
月
よ
り 
落  
合  
登 
さ
ん
（
泉
野
）

お
ち 
あ
い 
の
ぼ
る

が
交
通
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

落
合
さ
ん
に
は
、
今
後
、
交
通

安
全
の
啓
発
や
児
童
生
徒
た
ち
の

交
通
誘
導
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
と
お
し
て
、
町
の
交
通
安
全

の
た
め
に
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
２

町
の
交
通
安
全
の
た
め
に

交
通
指
導
員

落合 登さん
　泉野・32区　

新
た
な
生
産
拠
点

熱中症に気をつけよう
　熱中症の発生は今がピークです。

　熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避け 

ること」が大切です。熱中症によ

る健康被害を防ぎましょう。

問合せ　保健センター
�８２－３７５７

　

農
機
具
メ
ー
カ
ー�
タ
イ
ガ
ー

カ
ワ
シ
マ
は
、
業
務
拡
大
に
伴
い

新
本
社
工
場
を
板
倉
町
籾
谷
に
建

設
し
、
７
月
２
日
か
ら
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。
新
本
社
工
場
で

は
、
自
然
環
境
及
び
作
業
者
に
配

慮
し
た
設
備
を
充
足
し
、
生
産
能

力
を
３
割
高
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
栃
木
市
の
旧
工
場
は

「
栃
木
物
流
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、

主
に
発
送
業
務
を
行
い
ま
す
。    

問
合
せ

�
タ
イ
ガ
ー
カ
ワ

シ
マ

〒
３
７
４－

０
１

３
４

板
倉
町
大
字
籾
谷

２
８
７
６

�
　

－

３
０
０
１

55

�
　

－

３
０
０
６

55

 

http://www.

tiger-k.co.jp



( 6)

今月も町の話題が盛りだくさん！

　６月11日(月)、板中旬に収穫され、マラソ

ン大会でふるまわれるそうです。

　７月22日(日)、板倉町中央公園グラウンド

で板倉サッカークラブＪｒ主催の交流サッ

カー大会が開催されました。東京都を含む

関東近県から強豪チームを招き、12才以下と

11才以下に分かれてリーグ戦で競いました。

　11才以下で優勝したのは下妻ＳＳＳ（茨城

県）、12才以下で優勝したのは金太郎ＦＣ（栃

木県）、板倉サッカークラブＪｒは11才以下

で４位、12才以下は６位でした。　

　　未来のプレミアリーガー

　 熱き戦い  
　７月１日(日)、板倉消防署において有事に

即応した消防技術の向上と消防団員の士気

の高揚を図ることを目的として、第39回板倉

消防団ポンプ操法競技大会が行われました。

　各分団とも選手と団員が一丸となり、約３

か月間の厳しい訓練の成果を発揮。大きな

声援と拍手が送られました。

　栗原町長は開会式で「各自の職を持ちなが

ら消火・防火・水防・捜索活動など多岐に

わたる活動、また昼夜を問わず駆けつけてく

れる姿に感謝しています」と述べました。

 ＜大会結果＞

  第１分団 優　勝

  第２分団 準優勝

  第３分団

 第３位

 

  第４分団

  第５分団

＜最優秀個人賞＞

   増  田  和  広 （１）
ます だ かず ひろ

 指揮者

   山  岸  俊  一 （１）
やま ぎし しゅん いち

 １番員

   田  口  英  利 （２）
た ぐち ひで とし

 ２番員

   増  田  幸  弘 （１）
ます だ ゆき ひろ

 ３番員

   増  田  康  弘 （１）
ます だ やす ひろ

 ４番員

  第５分団  板倉消防団長賞

※敬称略、（　）内は分団名

広報いたくら　Ｈ24．８．１(7)
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　　今年も取り組んでいます
　この夏も役場では節電と温暖化防止のた

め、役場の庁舎にゴーヤの緑のカーテンを設

置しました。緑のカーテンには遮光効果と

蒸散による冷却効果があります。

　栗原町長宅ではゴーヤではなく、スイカの

緑のカーテンに挑戦したところ、10個程度の

実がなりました。

　　板倉特有の耕作を学ぶ

　６月22日（金）、西小５年生46名が水場の風

景を守る会の指導で川田の田植え体験学習

を行い、川田の歴史と手で苗を植える方法を

学びました。初めて裸足で田んぼに入る児

童もたくさんいました。田植えの後、田んぼ

に水を入れるために使われた 水  車 の体験学
みず ぐるま

習も行いました。

　　星に願いを
　７月６日(金)、板倉保育園で七夕ふれあい

保育が行われました。これは、園児の祖父母

を保育園に招いて園児といっしょに人形劇

鑑賞などをして、園児との世代間交流を目的

に毎年開催されています。園児たちは思い

思いの願い事を短冊に書いて、おじいさんや

おばあさんといっしょに笹飾りをしました。

　　熱中症に気をつけよう

　７月７日(土)、中央公民館大ホールで、平

成24年度板倉町スポーツ少年団研修会が開

催され１６７名が参加しました。今年度は

大塚製薬�の 小  栗  秀  人 さんを講師に招き、
お ぐり ひで と

「スポーツ活動中の水分補給」というタイト

ルで、主に熱中症の怖さやその対策について

お話していただきました。
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元
気
で
あ
る
た
め
に
は

　

第
二
の
人
生
を
健
康
で
若
々
し

く
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
と
し
て

送
り
た
い
。
こ
れ
は
だ
れ
し
も
思

い
抱
く
こ
と
で
す
。
そ
の
思
い
を

か
な
え
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
い

何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　

飯
島
さ
ん
は
健
康
を
持
続
す
る

た
め
に
必
要
な
条
件
を
食
事
、
休

養
、
運
動
と
大
き
く
３
つ
に
分
け

て
捉
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
食
事

と
休
養
に
比
べ
、
日
常
生
活
を
送

る
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
不
足
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
運
動
だ

と
考
え
ま
し
た
。

　

運
動
不
足
を
補
う
た
め
に
、
従

来
の
運
動
の
メ
ソ
ッ
ド
を
研
究
し

ま
し
た
が
、
飯
島
さ
ん
が
目
指
す

も
の
に
比
べ
、
ど
れ
も
一
長
一
短

に
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
飯
島
さ

ん
は
独
自
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開

発
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

飯島 祥佐さん

　

い
い
じ
ま
・
よ
し
す
け　

籾
谷
在
住
／
元
高

校
教
員
。
退
職
後
介
護
の
勉
強
を
は
じ
め
、
健

康
を
つ
く
る
体
操
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
３

ア
ッ
プ
体
操
を
考
案
。
東
部
、
中
央
公
民
館
で

ク
ラ
ブ
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら

考
え
て
い
る
こ
と
や
疑
問
に
感
じ

て
い
る
こ
と
な
ど
皆
さ
ん
の
声
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
紙
へ

の
ご
意
見
や
ご
感
想
も
大
歓
迎
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
担
当
部
署
と
協

議
・
調
整
の
上
、
回
答
し
て
い
ま

す
が
、
広
報
紙
面
上
に
は
限
り
が

あ
り
、
す
べ
て
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
あ
な
た
の
体
験
し
た
身

近
な
出
来
事
や
身
の
回
り
の
役
立

つ
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
声
が
ま
ち
づ
く

り
の
力
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の

板
倉
が
す
て
き
な
町
に
な
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
今
月
号
に
折
り
込
み
し
た
広
聴

聴
か
せ
て
ほ
し
い

あ
な
た
の
声
を
！

(9) 広報いたくら　Ｈ24．８．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
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３
ア
ッ
プ
体
操
を
開
発

　

飯
島
さ
ん
は
、
日
本
古
来
の
健

康
体
操
と
イ
ン
ド
式
ヨ
ガ
と
東
洋

医
学
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
脳
力
、

筋
力
、
免
疫
力
の
３
つ
の
力
を
鍛

え
る
３
ア
ッ
プ
体
操
を
開
発
し
ま

し
た
。

　

３
ア
ッ
プ
体
操
は
、
ま
ず
は
机

に
座
っ
て
座
学
形
式
で
行
い
ま

す
。
脳
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
短
文

の
音
読
、
筆
写
、
暗
記
、
四
則
計

算
な
ど
を
集
中
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
続
い
て
机
を
片
付
け
、
そ
こ

に
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
座
り
ま

す
。
座
り
な
が
ら
、
自
分
で
足
の

先
か
ら
頭
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
を
つ

ぼ
押
し
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
刺
激
す

る
こ
と
に
よ
り
、
体
中
の
血
液
の

循
環
を
促
進
し
ま
す
。
こ
れ
で
免

疫
力
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
続
い
て

筋
力
ア
ッ
プ
を
す
る
た
め
に
、
ヨ

ガ
の
基
本
の
ポ
ー
ズ
を
は
じ
め
体

に
過
度
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
全
身
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に

参
加
者
全
員
で
歌
を
元
気
よ
く
合

唱
し
て
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
状
態
で
３
ア
ッ
プ
体
操

は
終
わ
り
ま
す
。

み
ん
な
の
た
め
の
体
操
に

　

３
ア
ッ
プ
体
操
は
東
部
公
民
館

と
中
央
公
民
館
で
ク
ラ
ブ
活
動
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら

は
内
か
ら
外
へ
こ
の
輪
を
広
げ
よ

う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
に
３
ア
ッ
プ
体
操
の

指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る

普
及
活
動
を
始
め
ま
し
た
。　

　

飯
島
さ
ん
の
夢
は
、
仲
間
た
ち

と
３
ア
ッ
プ
体
操
を
普
及
さ
せ
、

元
気
な
板
倉
町
を
つ
く
る
こ
と
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ロ
ン
へ
の
出
張
指
導
だ
け
で
な

く
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
な
い
地
区
に

も
「
体
を
動
か
し
て
い
っ
し
ょ
に

お
茶
し
ま
し
ょ
う
」
と
家
の
近
く

の
集
会
所
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

「
３
ア
ッ
プ
体
操
を
し
て
、
お
茶

に
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で
交
流
を
深

め
る
サ
ロ
ン
を
広
め
た
い
」
と
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

食
環
境
科
学
科

■主な研究テーマ
・無機元素(ミネラル類)を測定し､植物の健全育
成について研究 微

生
物
の
研
究
か
ら
植
物
の
健
全
育
成
を

 
玉   
岡 　

た
ま 
お
か

 
迅  
准
教
授

じ
ん

植物の健全育成について
　玉岡准教授は､大学院在学時に微生物の分類
の研究を始めました。修了後、横須賀の海洋研
究機構(ＪＡＭＳＴＥＣ)で､海底にいる微生物
の研究をされていました｡ その後､ 東洋大学板
倉キャンパスに生命科学部ができるにあたり移
られ､ご活躍されてます｡  大学での研究内容は､
植物の無機元素(カルシウム･マグネシウム･鉄
など)  吸収の様子を測定し､ 植物の健全育成に
つながる研究をしています｡ 作物がよく育った
時や生育が悪かった時の無機元素量や構成比率
を確認し､ その土地や気候に合った最良条件を
求めるために､データ分析を超高感度分析機Ｉ
ＣＰ－ＭＳで瞬時に行ない､いろいろな条件下
で最良のパターンを求める事だそうです。
　植物の健全育成を担う｢根圏微生物｣について
も教えていただきました｡ 根圏微生物とは､作
物の根の周り(根圏)に生息する微生物のことで
す。根圏では､糖やアミノ酸など根から出る分
泌物などをエサにする微生物が繁殖します。根
圏ではその微生物が 土の養分を作物が吸収し
やすい形態に変えたり､ 微生物が分泌する養分
を作物が受け取るなどして､作物と微生物が共
生する場所となっているそうです｡

今後の抱負
　いろいろなデータから､植物が  "どのような
条件ならどうなる" を解明し｢その土地､気候に
合った無機元素を解明し､安定して量産でき、
食味がよい作物づくりにつなげたい｣ と述べら
れた言葉が心に残りました｡
■レポーター　広報編集委員　 針  ヶ  谷 

はり が や

 和  已 
かず み

■レポーター

広報編集委員

 高  野  
こう の

 勝  良 
かつ よし

は
が
き
、
一
般
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
く
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
の
明
記
を
必
ず
し
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
大

切
な
ご
意
見
や
ご
質
問
も
、
連
絡

先
な
ど
が
未
記
入
で
は
、
詳
し
い

内
容
の
確
認
や
対
応
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
広
報
係
で
は
、
町
内
で
実

施
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
お
伺
い
し
、
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
さ
れ
た
写
真
が
ほ
し
い
か

た
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

情
報
広
報
係

�
内
線
１
５
１ 差

し
上
げ
ま
す
！

あ
な
た
の
思
い
出
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◆
申
込
先
・
受
付

８
月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

(水)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

中
央
公
民
館

◆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

「
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
に
挑
戦
！
」

期
日　

８
月　

日　

・　

日　

・

18

(土)

25

(土)

９
月
２
日　

（
全
３
回
）

(日)

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
技
法
の
習
得

対
象　

一
般
成
人　

名
10

材
料
費　

実
費
負
担

持
参
品　

ベ
ー
ス
コ
ー
ト
・
ト
ッ

プ
コ
ー
ト
・
ポ
リ
ッ
シ
ュ
（
マ
ニ

キ
ュ
ア
）・
リ
ム
ー
バ
ー
（
除
光

液
）・
コ
ッ
ト
ン

申
込
期
限　

８
月　

日　
12

(日)

◆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

期
日　

９
月　

日　

・　

日　

・

20

(木)

27

(木)

　

月
４
日　

・　

日　

・　

日　

10

(木)

11

(木)

18

(木)

（
全
５
回
）

時
間　

午
後
７
時
（
１
時
間　

分
30

程
度
）

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
た
全
身
運
動

対
象　

一
般
成
人　

名
20

参
加
費　

無
料

服
装　

運
動
シ
ュ
ー
ズ
・
動
き
や

す
い
服
装

持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ

ス
タ
オ
ル
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
飲

み
物

申
込
期
限　

８
月　

日　
31

(金)

　

東
部
公
民
館

◆
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

期
日　

９
月
９
日　
(日)

時
間　

午
前
６
時
集
合
出
発

　
　
　
（
雨
天
決
行
）

内
容　

ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
習

　
　
　
（
３
時
間
程
度
歩
き
ま
す
）

研
修
場
所　

美
ヶ
原
高
原

　
　
　
　
　
（
長
野
県
）

対
象　

一
般
成
人　

名
28

乗
り
物　

町
有
バ
ス

参
加
費　

１，
５
０
０
円
（
高
速
料

金
・
ガ
ソ
リ
ン
代
ほ
か
）

服
装　

動
き
や
す
い
服
装

持
参
品　

弁
当
・
雨
具
・
手
袋
・

飲
み
物

　

南
部
公
民
館

◆
ガ
ー
デ
ン
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

期
日　

８
月　

日　
26

(日)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

地
元
の
野
菜
を
つ
か
っ
た

ピ
ザ
作
り
な
ど

対
象　

一
般
成
人　

名
10

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

◆
青
竹
ふ
み
教
室

期
日　

９
月
５
日　
(水)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

青
竹
ふ
み

対
象　

一
般
成
人　

名
20

材
料
費　

青
竹
代
実
費

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
・
汗

拭
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

◆
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
室

期
日　

９
月
６
日　

・　

日　

・

(木)

13

(木)

　

日　

・　

日　

・　

月
４
日　

20

(木)

27

(木)

10

(木)

（
全
５
回
）

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

対
象　

一
般
成
人　

名
15

材
料
費　

３，
５
０
０
円

　
　
　
　
（
全
５
回
分
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
新
聞
紙
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ

◆子ども会自然体験スクール

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

The s t ep Boar d of  Educat i on

各
公
民
館

　

受
講
生
募
集

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436

東部公民館　�82- 1241 �80- 4047

南部公民館　�82- 1424 �82- 1943

北部公民館　�77- 1855 �77- 1854

海洋センター　�82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664

各施設お問合せ先

全公民館、わたらせ自
然館、海洋センター、
文化財資料館は休館
します。

休館日の
　お知らせ

８月14日(火)
　　15日(水)

　

家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
こ
と

が
多
く
な
る
夏
休
み
は
、
子
ど

も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
成

長
す
る
時
期
で
す
。
成
長
す
る

過
程
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
も

生
じ
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
自
分

で
解
決
で
き
る
子
も
い
ま
す

が
、
相
談
も
で
き
ず
に
解
決
で

き
な
い
で
悩
ん
で
い
る
子
や
そ

の
保
護
者
の
か
た
も
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
い
く
た
め
の
、

教
育
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
お
困
り
の
か
た
は
、
相
談

員
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

開
催
日
程　

広
報
紙
裏
表
紙
に

掲
載
の
「
８
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　
�
　

－

０
８
３
４

82

来
所
相
談　

電
話
で
予
約
し
て

中
央
公
民
館
２
階
の
教
育
相
談

室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
期
間
中
の　

教
育
相
談
の
ご
案
内

広報いたくら　Ｈ24．８．１(11)

　

北
部
公
民
館

◆
女
性
講
座

期
間　

９
月
〜
平
成　

年
２
月

25

（
全
６
回
）

初
回　

９
月　

日　
　

27

(木)

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

切
り
絵
（
来
年
の
干
支
）、

キ
ム
チ
、
錦
松
梅
作
り
、
一
日
研

修
な
ど

※
内
容
は
月
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

実
費
負
担

◆
吊
し
飾
り
教
室

期
日　

９
月
７
日　

・　

日　

・

(金)

28

(金)

　

月
５
日　

（
全
３
回
）

10

(金)

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

吊
し
飾
り

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

３，
０
０
０
円
（
吊
し
飾
り

台
込
み
）

持
参
品　

裁
縫
道
具

　

海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
弓
道
教
室

期
間　

９
月
１
日　

〜　

月
３
日

(土)

11

　

（
全　

回
）

(祝)

10

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

板
倉
町
弓
道
場

対
象　

中
学
生
以
上　

名
20

費
用　

１，
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

代
な
ど
）

申
込
期
限　

８
月　

日　
26

(日)

◆
サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ
写
真
作
品
展

期
間　

８
月
１
日　

〜　

日　

(水)

31

(金)

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

出
展　

サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日　

８
月　

日　
11

(土)

時
間　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

期
日　

８
月　

日　
18

(土)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館
講
堂

　

わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
国
画
会
出
品
作
品
展

　

日
本
の
最
大
級
公
募
展
国
画
会

の
「
国
展
」
に
出
品
、
入
選
し
た

版
画
、
写
真
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

８
月　

日　

〜
９
月
２
日　

23

(木)

(日)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　
30

分
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

出
展

版
画　
 
大  
山  
恵  
美  
子 

お
お 
や
ま 
え 

み 

こ

写
真　
 
小  
野  
田  
填 
、 
飯  
塚  
英  
夫 
、

お 

の 

だ 
み
つ
る 

い
い 
づ
か 
ひ
で 
お

 
品  
川  
礼  
子 

し
な 
が
わ 
れ
い 
こ

入
館
料　

無
料

　
　

月
か
ら
家
庭
用
の
み
そ
作
り

11
で
調
理
室
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

説
明
会
終
了
後
、
抽
選
で
受
付

を
し
ま
す
の
で
ご
利
用
希
望
の
か

た
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付　

８
月　

日　
　

午
前
９
時

22

(水)

問
合
せ　

南
部
公
民
館

�
　

－

１
４
２
４

82

　

公
民
館
施
設
（
会
議
室
・
調
理

室
・
ホ
ー
ル
な
ど
）
は
、
一
般
の

か
た
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
会
議

な
ど
幅
広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

各
公
民
館

期
日　

８
月　

日　
26

(日)

開
演
時
間　

午
後
６
時

場
所　

東
部
公
民
館
講
堂

出
演
者　
 
三  
笑  
亭  
夢  
丸 
・ 
瞳 
ナ

さ
ん 
し
ょ
う 
て
い 
ゆ
め 
ま
る 

ひ
と
み

ナ
・ 
三  
笑  
亭  
夢  
吉 

さ
ん 
し
ょ
う 
て
い 
ゆ
め 
き
ち

木
戸
銭　

１，
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

東
部
公
民
館
・

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

主
催　

東
部
公
民
館
利
用
団
体
連

絡
協
議
会

問
合
せ　

東
部
公
民
館

�
　

－

１
２
４
１

82

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

予
約
受
付
開
始

　

み
そ
作
り
・
調
理
室

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　

公
民
館
施
設
利
用

公民館に集まろう！

８月22日(水)
９月８日(土)
町内各公民館で開催

～自主学習と体験教室～

体験教室の内容は、町ホーム

ページをご覧ください。

　

町
で
は
、
家
庭
教
育
の
重
要

性
を
考
え
、
そ
の
充
実
を
図
る

た
め
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

①
９
月　

日　
　

午
後
２
時

13

(木)

②
平
成　

年
１
月　

日　

25

17

(木)

　

午
後
２
時　

分
45

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

場
所　

板
倉
中
学
校
特
活
室

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

テ
ー
マ　

思
春
期
の
子
ど
も
へ

の
か
か
わ
り
方

内
容　

子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り

方
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
方
法

な
ど

講
師　

群
馬
県
教
育
セ
ン
タ
ー

指
導
主
事
な
ど

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

９
月
７
日　
(金)

問
合
せ
・
申
込
先

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
１

家
庭
教
育
学
級

真
打
登
場
！

　

三
笑
亭
夢
丸 
独
演
会
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お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
汚
水
処
理
率
向
上
の

た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
汚
水
処

理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
汚
水
処
理
推
進
の
た

め
、
県
よ
り
浄
化
槽
「
エ
コ
補
助

金
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
エ
コ
補

助
金
は
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は

く
み
取
り
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
転
換
す
る
場
合
、
設
置
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
県
が
交
付
す
る

補
助
金
（
今
年
度
限
り
）
で
す
。

補
助
対
象　

既
存
の
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
く
み
取
り
槽
を
原
則

撤
去
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
に
設
置
費
補
助
金
な

ど
と
合
わ
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
下
水
道
整
備
区
域
を
除
く
）

補
助
金
額　

１
基
当
た
り　

万
円

10

補
助
基
数　
　

基
（
先
着
順
）

30

申
請
方
法　

工
事
着
手
前
に
、
浄

化
槽
設
置
費
補
助
金
と
合
わ
せ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

上
下
水
道
係

�
内
線
２
４
５

　

７
月
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
買
取
制
度
（
国
の
法
律
）
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に

基
づ
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
気
に
つ

い
て
、
一
定
の
価
格
・
期
間
で
電

気
事
業
者
が
買
い
取
り
、
そ
の
買

い
取
り
に
要
し
た
費
用
を
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課

金（
再
エ
ネ
賦
課
金
）と
し
て
、
８

月
か
ら
す
べ
て
の
電
気
使
用
者
が

負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
住
宅
ま
た
は
事
務
所
に
一
部
損

壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
か
た
に

つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
こ
の
再

エ
ネ
賦
課
金
が
全
額
免
除
と
な
る

問
合
せ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
制
度

に
つ
い
て

○
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

�
０
５
７
０－

０
５
７－

３
３
３

減
免
措
置
の
手
続
き
に
つ
い
て

○
東
京
電
力
群
馬
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー

�
０
１
２
０－

　

－

５
２
２
２

99

り
災
証
明
に
つ
い
て

○
行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
２

　

日
頃
か
ら
で
き
る
脳
の
活
性
維

持
と
認
知
症
予
防
の
講
話
と
指
先

の
運
動
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月　

日　
10

(金)

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

南
部
公
民
館　

講
堂

対
象
者　

健
康
づ
く
り
・
認
知
症

予
防
に
興
味
が
あ
る
か
た

内
容　

認
知
症
予
防
に
関
す
る
講

演
と
指
先
の
運
動

講
師　

作
業
療
法
士
（
羽
生
総
合

病
院
）

募
集
人
数　
　

名
（
参
加
無
料
）

30

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

減
免
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
該
当
す
る
か
た
は
、
次
の
と

お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
対
象　

東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
住
居
ま
た
は
事
務
所
（
電
気

を
使
用
す
る
施
設
ま
た
は
設
備
）

が
一
部
損
壊
以
上
の
被
害
を
受
け

た
か
た

減
免
対
象
期
間　

平
成　

年
８
月

24

分
〜
平
成　

年
４
月
分

25

申
請
期
間　

平
成　

年
７
月
〜
平

24

成　

年
４
月

25
※
期
間
内
で
あ
れ
ば
、 
遡  
っ

     

て
減

さ
か
の
ぼ

免
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

必
要
書
類

①
減
免
措
置
申
込
書

　

東
京
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
東

京
電
力
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

（
町
役
場
総
務
課
に
も
あ
り
ま
す
）

②
り
災
証
明

　

町
総
務
課
行
政
安
全
係
で
発
行

し
ま
す
。
印
鑑
、
被
害
状
況
が
確

認
で
き
る
写
真
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

必
要
書
類
①
②
を
左

記
へ
郵
送
す
る
か
東
京
電
力
の
窓

口
へ
直
接
持
参
。

※
町
総
務
課
窓
口
で
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
先

〒
３
７
３－

８
７
９
０

太
田
市
東
本
町　

－

　
56

39

東
京
電
力
株
式
会
社
太
田
支
店
お

客
様
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

お
知
ら
せ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
促
進
賦
課
金
減
免
措
置

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超

え
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年　
10

月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去　
10

年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

　

過
去　

年
以
内
の
保
険
料
を
納

10

め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の

年
金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
の

受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の

年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、
年
金

ネ
ッ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（ 

http://www.nenkin.go.jp

）

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
が
、
審
査
の
結
果
、
後

納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い

た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０－

０
１
１－

０
５
０

国
民
年
金
保
険
料

後
納
制
度
始
ま
り
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽

「
エ
コ
補
助
金
」
実
施

健
康
の
鉄
人
教
室
５

認
知
症
予
防
教
室
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住
民
健
診
の
結
果
は
い
か
が
で

し
た
か
？　

健
診
は
受
け
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
結
果
を
活
か
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
生

活
習
慣
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
程　

９
月
〜
平
成　

年
３
月

25

（
お
お
む
ね
月
1
回
程
度
）

対
象　

①
健
診
の
結
果
、
動
機
づ

け
支
援
ま
た
は
積
極
的
支
援
に
該

当
し
た
か
た

②
①
以
外
の
か
た
で
、
生
活
習
慣

を
改
善
し
た
い
か
た

内
容　

約
６
か
月
間
に
わ
た
り
、

面
接
や
運
動
教
室
な
ど
を
通
し
て

生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

※
①
の
か
た
は
、
健
診
結
果
に
も

案
内
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

日
時　

９
月　

日　
15

(土)

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

30

30

募
集
人
数　
　

名
（
応
募
多
数
の

40

場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各
自
で

用
意
願
い
ま
す
が
、
希
望
者
は
東

洋
大
学
の
学
食
も
利
用
で
き
ま
す
）

見
学
先　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）・

館
林
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
・
渡
良
瀬

遊
水
地
及
び
わ
た
ら
せ
自
然
館

申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の

場
合
は
件
名
に
「
こ
れ
で
納
得
ツ

ア
ー
」
と
記
載
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
お
申
し
込
み
は
１
件
４

名
以
内
と
し
ま
す
。（
就
学
前
の
お

子
様
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

地
域
の
大
学
、
企
業
、
自
然
環

境
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

「
こ
れ
で
納
得
！　

東
洋
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
企
業
・

渡
良
瀬
遊
水
地
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

群馬の木で家づくり
支援事業補助金

申
込
期
限　

８
月　

日　

必
着

21

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

０
０
２
９

館
林
市
仲
町　

番　

号

11

10

群
馬
県
東
部
県
民
局
館
林
行
政
県

税
事
務
所

�
　

－

４
４
１
５

72

�
　

－

７
８
５
８

73

�

tategyou@pref.gunma.lg.jp

放
送
大
学　

月
生

10

募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成　

年
度

24

第
２
学
期
（　

月
生
）
の
学
生
を

10

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ

ま
す
。

出
願
期
限　

８
月　

日　
31

(金)

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
２
７－

２
３
０－

１
０
８
５

 

http://www.ouj.ac.jp

　群馬県では、
ぐんま優良木材
（群馬県内産木
材を使用した認
証製材品）を構
造材または内装
材に使用して、
県内に自分の居
住用の住宅を建
築またはリフォームする場合に、費
用の一部を補助しています。
　補助額は、最高１００万円で募集
戸数の範囲内で申請の先着順に補助
します。
○構造材補助（８００戸）
「ぐんま優良木材」を構造材に6０％
以上使った新築住宅の建設・購入に
対し補助します。
○内装材補助（50戸）
「ぐんま優良木材」を内装材に10�
以上使って、新築住宅を建設・購入
またはリフォームする場合に補助し
ます。
　詳しくは、お問い合わせください。
申込先・問合せ
○ぐんま優良木材品質認証センター
�０２７－２６６－８２２０
○県庁林業振興課
�０２７－２２６－３２４１

こ
れ
で
納
得
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
か
た
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
開
催

電話当 番 店曜日日月

77- 0057宇治川管工土４

８

82- 1856高田管工設備日５

77- 0358㈲長谷川設備土11

82- 2982土橋設備日12

82- 2152㈲佐山設備土18

82- 0537㈲根岸工業日19

82- 1025㈲鈴木設備土25

82- 0027㈲岩崎設備日26

82- 0001㈲しんえい設備土１

９

82- 0095山岸管工設備日２

82- 0261㈲小倉設備土８

77- 0057宇治川管工日９

82- 1856高田管工設備土15

77- 0358㈲長谷川設備日16

82- 2982土橋設備祝17

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　８月24日（金）



( 14)�板倉町役場　�８２－１１１１　�８２－１３００　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
事
務
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

職
種
・
人
員　

事
務
員
（
社
会
福

祉
士
含
む
）
３
名
程
度

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
も
ち
、

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

57

れ
た
か
た
で
４
年
制
大
学
（
大
学

院
を
含
む
）
卒
業
者
及
び
来
春
卒

業
予
定
者

提
出
書
類　

履
歴
書
（
総
務
課
に

て
配
布
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
）・

卒
業
証
明
書（
既
卒
者
）・
卒
業
見

込
証
明
書
（
卒
業
予
定
者
）、
成
績

証
明
書
・
返
信
用
封
筒
（
縦
長
の

定
型
封
筒
に
、
宛
先
を
明
記
し　
80

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）・
免
許
、

資
格
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
は
写

し
を
同
封
の
こ
と

申
込
方
法　

館
林
厚
生
病
院
総
務

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

願
書
締
切　

８
月　

日　

必
着

31

(金)

試
験
日　

○
１
次
試
験　

９
月　

日　
16

(日)

教
養
試
験
、
職
場
適
応
検
査 　

○
２
次
試
験　

１
次
試
験
合
格
者

に
後
日
通
知

給
料　

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

初
任
給
基
準
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
そ
の
他
、
国
家
公
務
員
に
準

じ
た
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課
人
事
係　

�
　

－

３
１
４
０

72

 

http://www.tatebayashi

koseibyoin.jp/ 　

期
日　
　

月
４
日　

10

(木)

組
数　
　

組
（
１
６
０
名
）

40

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

利
用
料
金　

６，
０
０
０
円（
プ

レ
ー
フ
ィ
ー 
食
事 
消
費
税
込
み
）

※
「
友
の
会
」
料
金
と
は
併
用
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
者　

板
倉
町
、
小
山
市
、
加

須
市
、
栃
木
市
、
野
木
町
に
お
住

ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
の
か
た

申
込
期
限　

９
月　

日　
20

(木)

「
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」へ

組
単
位
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
の
際
、「
地
元

優
先
日
を
利
用
し
ま
す
」
と
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
状
況
に
よ
り
締
切
日
以
降

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
締
切
日
以

降
は
、
予
約
状
況
に
よ
り
一
般
者

へ
解
放
し
ま
す
。
キ
ャ
デ
ィ
は
つ

き
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�
０
２
８
２－

　

－

１
５
１
５

62

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
。

○
一
般
曹
候
補
生

対
象　

日
本
国
籍
を
有
し　

歳
以

18

上　

歳
未
満
の
男
女

27
試
験
日　

９
月　

日　
17

(祝)

場
所　

福
祉
会
館
（
太
田
市
）

○
自
衛
官
候
補
生

対
象　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
女

18

27

試
験
日　

９
月
下
旬
〜　

月
中
旬

10

場
所　

新
町
駐
屯
地
ま
た
は
相
馬

原
駐
屯
地

○
航
空
学
生　

対
象　

日
本
国
籍
を
有
し　

歳
以

18

上　

歳
未
満
の
男
女

21
試
験
日　

９
月　

日　
22

(祝)

場
所　

勢
多
会
館
（
前
橋
市
）

受
付
期
間　

８
月
１
日　

〜
９
月
７
日　

(水)

(金)

※
年
齢
は
平
成　

年
４
月
１
日
時

25

申
込
先
・
問
合
せ

○
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太

田
出
張
所

�
　

－

５
５
６
３

45
○
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０

－　

－

３
７
９
２

06

 

http://www.mod.go.jp/

pco/gunma/
測定値(マイクロsv/ h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0. 0710. 0620. 0750. 0670. 0860. 065校庭板倉中学校

0. 0700. 0570. 0730. 0560. 0780. 056校庭東小学校

0. 0740. 0680. 0790. 0690. 0830. 067校庭南小学校

0. 0720. 0620. 0690. 0670. 0850. 070校庭北小学校

0. 0620. 0550. 0640. 0590. 0680. 061校庭西小学校

0. 0850. 0750. 0860. 0790. 1010. 078中央渡良瀬運動場

0. 1160. 1040. 1150. 1040. 1340. 113中央渡良瀬サッカーグラウンド

0. 0640. 0610. 0680. 0610. 0700. 061園庭北保育園

0. 0600. 0510. 0580. 0510. 0700. 056園庭板倉保育園

0. 0660. 0630. 0700. 0650. 0730. 068館庭児童館

0. 0680. 0640. 0790. 0570. 0860. 054園庭そらいろ保育園

0. 0680. 0630. 0700. 0650. 0780. 063園庭ひまわり幼稚園

0. 0650. 0520. 0650. 0580. 0780. 061園庭まきば幼稚園

※６月19日～７月20日の期間での最低値及び最高値を表示しています。
※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保
育園、運動場など、各施設の放射線量を
週に一度計測しています。
測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝
と１ｍをそれぞれ測定
測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続
して12回読み取り、最大値・最小値を除
く10回の平均値
測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ
ニター　ＰＡ-1000Ｒadi
問合せ
小中学校に関して
○総務学校係　�内線６１３
運動場・グラウンドに関して
○海洋センター　�８２－０８５８
保育園・児童館に関して
○福祉係　�内線３１１
その他全体に関して
○資源化センター　�８２－５３７１
町ホームページ
 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p

測　定　概　要

館
林
厚
生
病
院

事
務
員
募
集

国
を
守
る
力

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

地
元
優
先
日
の
ご
案
内

(15) 広報いたくら　Ｈ24．８．１

修
工
事

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格   
５，
７
１
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
４，
９
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
４，
０
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

小
曽
根
建
設�

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

▼
一
般
寄
附
と
し
て

金
３
０
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ

と
納
税
）

金
８
０，
０
０
０
円

�
オ
ー
タ
オ
ー
タ
館
林
店　

様 

（
館
林
市
）

落
札
金
額

　
　
　

１
４，
０
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
佐
山
設
備

▼
北
小
学
校
受
水
槽
・
高
架
水
槽

改
修
工
事

工
事
場
所　

大
字
西
岡
地
内

設
計
価
格　

　
　
　

１
４，
９
７
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

　
　
　

１
３，
０
２
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

　
　
　

１
２，
９
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
長
谷
川
設
備

▼
旧
文
化
財
資
料
館
解
体
工
事

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格   
８，
２
８
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
７，
１
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
３，
５
８
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
川
島
解
体
工
業

▼
南
小
学
校
体
育
館
内
部
塗
装
改

◎
６
月　

日
執
行

15

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成　

年
度
社
会
資
本
整
備
総

24

合
交
付
金
事
業
町
道
１－

９
号
線

測
量
用
地
調
査
業
務
委
託

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格   
３，
１
１
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
２，
７
６
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
２，
６
９
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

晃
和
測
量
設
計�

【
教
育
委
員
会
】

▼
南
小
学
校
受
水
槽
・
高
架
水
槽

改
修
工
事

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格

　
　
　

１
６，
１
６
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

　
　
　

１
４，
０
５
０，
０
０
０
円

定　例　相　談

年累計   193件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（６月16日～７月15日）
２件(   14件)�侵入窃盗
１件(   ７件)�車上ねらい
０件(   ４件)�自動販売機ねらい
１件(   15件)�乗物盗難
８件(   38件)�その他の事件
２件(   22件)�人身事故
10件(   93件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

●人権相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●行政相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●法律相談　午後１時～３時　※要予約
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●農地相談　午後１時30分～４時
　問合せ　農業委員会　�内線４１５
●教育相談　午後２時～４時
　問合せ　教育研究所（中央公民館内）
　　　　　　　　　　　�８２－０８３４
●福祉センター相談情報
　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午
　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）
　　午前９時～午後５時
　問合せ　福祉センター
●保健センター相談・教室情報
　◆ことばとからだの発達相談(作業療法士)
　　午後１時～５時　※要予約
　◆健康相談　午前10時～11時30分
　問合せ　保健センター
●館林保健福祉事務所相談情報
　◆子育てこころの相談
　　午前９時～正午　※要予約
　◆精神保健福祉相談
　　午後１時30分～３時　※要予約
　問合せ　館林保健福祉事務所
　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）
　午前８時30分～午後５時
　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　�７７ー１８５５
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採
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耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

寺内医院
８８－１５１１

おぎわら小児科※
６１－１１３３

ハートクリニック
７１－８８１０

８月５日
（日）

－
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

星野こどもクリニック※
７０－７２００

落合医院
７２－３１６０

８月12日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

新橋病院
７５－３０１１

三浦医院
６２－２９１７

金丸内科医院
８８－３２００

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

８月19日
（日）

－
小曽根整形外科
７２－７７０７

みづほクリニック
２０－１１２２

長谷川クリニック
８０－３３１１

まりレディスクリニック
７６－７７７５

８月26日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

澤田皮膚外科
７０－７７０３

湯沢医院
６２－２２０９

小西医院
８６－２２６１

土井レディスクリニック
７２－８８４１

９月２日
（日）

最上胃腸科外科
７４－３７６３

かさはら内科医院
５５－２５３７

真中医院
７２－１６３０

多々良診療所
７２－３０６０

９月９日
（日）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

慶友整形外科病院
７２－６０００

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

小林内科医院
８８－８２７８

森下内科医院
７３－７７７６

９月16日
（日）

－
館林医院

７４－２１１２
加藤医院

８９－１０３１
菅沼医院

７２－９０９０
さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

９月17日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。　○土井レディスクリニックは婦人科のみの診療になります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。



( 16)

受入日生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日 布団・家具類などの受入日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
４３２1 窓口延長

◆第29回板倉杯争奪少
　年野球大会(１日目)
　（渡良瀬グラウンド）
　※8: 30
◆チャレンジ広場(児)

◆住民健診結果説明会
　　　　　　　(北公)

◆おたのしみ広場(児)●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)
◆県民交通安全日

1110９８ 窓口延長７６５

●健康相談(保)
◆認知症予防教室

（南公）

●人権相談(北公)
●行政相談(北公)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
●健康相談(福)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)
◆おはなし会(児)

◆第29回板倉杯争奪少
　年野球大会(２日目)
　（大蔵公園グラウンド）
　※8: 30

18171615 窓口延長141312
◆チャレンジ広場(児)

◆１歳６か月児健診
(保)

◆県民防犯の日
◆季楽里特別営業

●子育てこころの相談
　　　　　　　（館保）
◆自転車マナーアップ
　デー

25242322 窓口延長212019
◆高齢者交通安全日

●教育相談(中公)
●健康相談(保)
◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、

30～36区)

●教育相談(中公)
●ことばとからだの
　　　 発達相談(保)

●教育相談(中公)
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆３歳児健診(保)

◆おはなし会(児)

９/１313029 窓口延長282726
◆県民交通安全日

●教育相談(中公)
◆住民健診結果説明会(保)
◆町県民税第２期
◆国民健康保険税第２期
◆介護保険料普通徴収第２期
◆後期高齢者医療保険料
　普通徴収第２期

●教育相談(中公)
◆おたのしみ広場(児)

◆小中学校
　　　２学期始業式
●心配ごと相談(福)

◆板倉町夏季第35回町民卓
　球大会兼邑楽・館林・太田
　地区中学・高校大会
　(板中体育館)　※8: 30
◆季楽里 特売日

４３２

　【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日(14日・15日は休館)
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日(16日は特別営業) ( 21日・22日は臨時休業)
 ○海洋センター：月曜日及び祝日(14日・15日は休館)
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日(15日は休館)
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日(14日～16日は休館)
 ○児童館：日曜日及び祝日※詳しくは各施設までお問い合わせください。

●健康相談(福)
●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

◆第７回板倉町ソフト 
　ボール協会杯争奪
　大会
　（大蔵公園グラウンド）
　※8: 30

受入日受入日

受入日受入日

受入日受入日

人　口　　 １５，８６５人（＋17）
　　男　　　 ７，８９８人（＋７）
　　女　　 　７，９６７人（　０）
世帯数　　 　５，３５２戸（＋11）
              （　）内は前月比
　　　　  平成24年７月１日現在

今月の表紙
　ハスの花。朝日野３丁目にあるふれあい公園
の中のあさひの池で咲いていました。ハスの地
下茎は 蓮  根 。ハスの花は朝早い時間に花が開い

れん こん

て、夜になると花が閉じます。７月の誕生花で
花言葉は「雄弁」。
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